
 

株式会社 ウィルビイ：行動計画 

 

令和２年４月３０日 

 

社員全員が各人の有する能力を充分発揮し、仕事と生活の調和(ワークライフバランス)

を図り、より一層働きやすい職場環境の整備を実施するため、次のように行動計画を策定

する。 

 

１．計画期間：  令和２年５月１日～令和５年４月３０日までの３年間 

 

２．内容： 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●健康管理や相談窓口の社内整備および社内担当者の選任を検討の上、実施する。 

 ●相談窓口担当に対する必要な情報提供の実施および研修機会の提供を検討する。 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●子の看護休暇制度の拡充を社内で検討する。：①時間単位の取得および②看護休暇 

  日数のうち 5 日分の有給化 

 ●育児介護休業規程の改定作業を開始して、管轄労基署への届出業務の実施を目指す。 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●各部署において業務内容・方法を見直し、所定外労働時間削減および年次有給休暇 

  取得促進の施策を検討の上、実施する。 

 ●フレックスタイム制度を全社員へ説明し、トライアルの実施期間(数ヵ月)を設定する。 

  トライアル実施期間の終了後に、社員からのフィードバックに基づき、慎重に導入を 

  検討する。 

目標１：妊娠中および出産後の社員のための健康管理や相談窓口を設置すると 

 ともに全社員へ周知を図る。 

目標２：子の看護休暇制度を拡充する。（時間単位取得の運用および看護休暇日数の

5 日の有給休暇の実施） 

目標３：所定外労働時間の抑制、フレックスタイム制度の導入、年次有給休暇取得

促進の施策により、ワークライフバランスの実施を図る。 



 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●育児・介護休暇制度(パパ・ママ育休プラス制度を含む)の説明や情報提供を通じて、 

  全社員へ制度周知を実施し、働きやすい職場風土の醸成を目指す。 

 ●子の看護休暇とは別に育児あるいは配偶者の出産支援を目的とする休暇制度の導入を 

  検討する。 

目標４：パパ・ママ育休プラス制度の周知により男性社員の育児参加を促進させる。 

    育児目的および配偶者の出産支援目的休暇の導入を検討する。 


